
玉井宮東照宮本殿 

指定区分 県指定重要文化財（建造物）

読みかた たまいぐうとうしょうぐうほんでん

所在地 岡山市中区東山

指定年月日 平成12年3月28日

解説

「池田家履歴略記」によると、岡山藩が東
照宮を勧請した際の建物で、正保元年
（1644）に完成し、翌年に遷宮が行われ
た。本殿は桁行三間、梁間二間、入母屋
造、平入、銅板葺で、向拝一間が付く。全
体に軒の出が大きく、雄大な外観を見せ、
細部の組物や蟇股等には細密な彩色が
施されている。

アクセス方法 路面電車「東山」電停から徒歩10分

公開状況 外観のみ

設備

備考


